
鶴見川流域総合治水40周年

主催：地域防災施設　鶴見川流域センター　共催：連携鶴見川流域ネットワーキング　
協力：おはなしキラキラぽっけ、ドラゴンウォッチの会、お話し本屋さん、貝殻浜生物調査隊、綱島バリケン島プロジェクト、地球つ子・綱島、
　　　プラチナ世代交流フリーペーパーえがお、NPO法人街カフェ大倉山ミエル　NPO法人ハッピーマザーミュージック（水マス推進サポーター）

参加無料日時：2020年9月19日（土） 13:30～15:30

川上 あき子氏　藤岡 慶氏

「港北むかしばなし紙芝居の会　たまてばこ」メンバー

 おはなしキラキラぽっけ（水マス推進サポーター※）

※水マスのビジョンにそって「流域貢献活動（流域 CSR 活動）」をすでに行っている団体・企業を「水マス推進サポーター」として認定し、それぞれの主体による
　「流域貢献活動」   を通じて、水マス推進のための情報交換や活動連携の輪に加わっていただくための仕組みが「水マス推進サポーター制度」です。

講師：岸 由二氏
ドラゴンウォッチの会、NPO法人鶴見川流域ネットワーキング
（水マス推進サポーター※）　慶應義塾大学名誉教授、水害体験者

「雲松院の龍」「大蛇とはやりやまい」
「舟運」　３つのお話しを上演します。

どちらかで参加できますので、お選びください。
①鶴見川流域センター
　コミュニュティルーム
　定員　15 名

②Zoomでリモート受信
　定員　なし

暴れ川と言われてきた鶴見川は、
昔から人々を苦しめていました。
港北区に伝わるむかしばなしを
もとに紙芝居を作られた
「たまてばこ」のメンバーに
上演をいただきます。

昔は水害もあったけど、鶴見川多目的遊水地も
あるし、今はだいじょうぶだよね・・・！！
本当にそうでしょうか？鶴見川の水害の歴史を
ふりかえり、これからどうすればよいか、
水害の危機を流域の視点で考えていく手法を岸
先生にお話しをしていただきます。

第 2部　14:00 ～ 15:30　流域思考で水害を考える

第 1部　13:30 ～ 14:00　紙芝居の上演

対象：小学校高学年～大人　プログラムは変更になる場合があります。

要申込
詳細裏面



●参加者全員（申込者以外）のお名前をご記入ください。※お子様は年齢（または学年）も必ずご記入ください。
※小学生は保護者同伴です。※中学生以上の未成年の方は保護者の了解をもらった上でお申し込み下さい。

参加希望者名簿

申込者氏名
住　　　所
電 話 番 号
F A X 番 号

※当日、ご連絡可能な番号をご記入ください。

参加者氏名

9 月 19 日（土）

申込書
※・イベント名・申込者氏名・住所・電話番号・申込み者以外の参加者（お子様は年齢又は学年）

鶴見川の流域はバクの形

※参加に伴う個人情報の取り扱いにつきましては、本企画の実施に限り使用させていただきます。
Eメール：ktr-waku2tsurumi@mlit.go.jpFAX: 045-475-1999　TEL:045-475-1998

流域センター部分拡大

〒222-0036 横浜市港北区小机町2081 
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※新型コロナウィルス対策のため、土日祝日は臨時休館中です。

年末年始、その他館内設備点検日等（不定期）、

荒天時は休館の場合があります。

ホームページ  http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00490.html
開館10:00 ～17:00

休館 毎週火曜・土日祝日

鶴 見 川 流 域 セ ン タ ー

自然・治水・防災を楽しく学べる

地域防災施設 鶴見川流域センター

ご記入の上 Fax、又は下記内容※をメールでお送りください。

鶴見川流域総合治水40周年
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地域防災施設 鶴見川流域センター

（リモート参加の場合は不要です）



当日及び参加前２週間において、
上記に該当がありませんので参加いたします。

9月 19日（土）

代表者氏名

代表者以外の参加者氏名

（リモート参加の場合は不要です）


